ペンシルロケット誕生の経緯                　　蔵前工業会にて講演
2008.8.4　(株)ダイナミックアート研究所　金澤磐夫
1．昭和29年2月に私は東大大学院特別研究生を辞し、糸川先生の御指示に従って当時の富士精密（後にプリンス自動車、日産自動車となる）に入社。その際、一人ではやり難かろうと29年3月学部卒の杉浦君を29年4月に富士精密に入社させてくださった。
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2．昭和29年～30年初め頃までは中川常務、戸田部長の下に、金澤、杉浦、小澤、和地、永岡が実験研究担当をしていた。まだ、具体的な設計をするには程遠い時期であったから、設計担当者はいなかった。必要な時の設計担当は、戸田部長の下の平井課長であった。
[image: image2.jpg]


3．その様な中で、セクションペーパーに書いた、殴り書きのロケットの絵を杉浦君が描きました。彼は航空力学を専攻していたので、ロケットの形状に関しては、かなりの見識を持っていました。私が、その概略図を糸川先生にお見せして直ぐに、糸川先生から杉浦君に幾つかの質問がありました。
　当時は戦時中のV2ロケットというモデルがあったとはいえ、文献もろくに手に入らない状態でしたから、彼は自分の頭で考えを纏めて糸川先生に答申しました。

主な点は
（1）前翼は必要ないこと（今から考えると誰でも当たり前と思うでしょうが、飛行機には前翼が絶対必要な時代に、このように断言するのは大変な事です）
（2）燃焼部分であるノズルは別材料で作り、ネジで本体に取り付ける。
（3）翼は本体に溶接かリベットで取り付ける。
（4）本体の中は円筒状にくりぬいて、ゼリー状の火薬を詰める。（火薬部分に関しては、戸田部長直接の指導で、日本油脂と研究を進めていたのが、非常に幸いであった）

　以上の基本構想の概略図を基に、何でも器用に作ってくれた大倉製作所で作られたのが最初のペンシ　　　ルロケットです。後に重心調節に便利と言う糸川先生の発想で、富士精密の中で作ったバージョンは、先端がはずせるようになっています。これは、当時の田中次長配下の辰巳君が図面を書いたと思われます。田　　　中次長が自動車担当になるに伴い、彼も航空関係から自動車部門に移り、残念ながらその図面は行方不明です。しかし彼の記憶はかなりはっきりしていて、彼が2年くらい前に記憶を基に書いた図面は金澤が保存しています。
（5）ランチャーはどうすると糸川先生に聞かれ、彼は円筒状の筒のようなのものを作れば最初の飛行が安全に出来ると答えた。しかし、羽根の扱いをどうするかが、旨い案が思いつかずそこは誰か機械科出身の者に依頼　　したらと答申した。
（6）そこで、平井設計課長の所属していた垣見君に担当させることになり、彼の発案で、四角い枠に沿って発射するランチャーの設計ができた。
（7）杉浦君は「垣見さんは機械出身で旨い構造を考えた」と当時は喜んでいました。しかし、彼はランチャーを担当しただけで、ロケット本体も、燃焼関係も全く担当していない。断じて担当していないと、繰り返し述べています。　（秋田でペンシルと実験をしたときに、発射の際の噴射力が、一時的に非常に小さくなり、ロケットがバックして地面を這いずり回ると言う大事故寸前の失敗がありました。やはり、円形で全体を包み、ある距離だけをスリットで翼がすり抜けるような構造が良かったと思います）

　ペンシルロケットの国分寺での実験は予め何回か行い、成功していた。紙に細い線をくくりつけて、この線をロケットが破ると、線に流していた電流が切れるので、それを「生研式インクライター」で記録しました。線を切る発想は、助手の吉山さんから出たものです。当時の糸川研究室は千葉と稲毛の中間にあり、だだっ広い小屋のような建物で、泥棒よけに吉山さんが窓に線を張りめぐらし、窓を開けると線が切れてベルが鳴るようにしていました。インクライターは糸川先生の発案と“売り込みで“、東大医学部脳神経外科、国立第二病院その他向けに脳波形・心電計の記録用に我々が、製作していたものです。
　自由な発想に満ち溢れていた当時の雰囲気を、若い少年達に伝えて頂きたいと願つています。単に、ロケットの技術だけでなく、その奥にある”発想“をです。（吉山さんはその後、糸川先生とそりが合わず開発公団に移籍、いま故人となったのが残念です）
　さて、公開発射ロケットで糸川先生は秒読みが次第に報道関係の人たちに緊張感を与えました。そこへ先生が「発射は非常に危険なので最後の読みの後、直ぐに身を伏せるように」と指示を出きれました。そして、糸川先生がばっと伏せて後ろを向いたところに杉浦君がボーつと立っていて、目がかち合いました。私は先生の直ぐ後ろにいて、同じように身を伏せていました。杉浦君はその後、何時までもこの事を気にしていて、あそこでは前々から実験で旨く行っていたことを考えたりしてはまずかった。先生に睨まれてしまったといっていました。そんな事も彼がペンシルロケットを最初に企画、概略図を書いた事を積極的に言わない理由でもあるのです。
　杉浦君は2年くらいで、日本冶金の森さんの娘婿となり、ナスステンレス常務となり、ロケットと関係がなくなりました。その後、杉浦君はアメリカに渡り、日本にもどって来たのは今から数年前です。また、私も会社の重点が自動車になり、中川様の密命で自動車部門に移籍し、先に述べた平井課長の下でスカイラインなどの機構開発の担当になりました。しかし、糸川先生からの特命で、会社の許可も得て、ロケット国際シンポジュームその他の重要なイベントの幹事役を昭和27，8年頃までおおせつかっておりました。ロケット協会も、最初に企画、会員募集をしたのは、読売新聞の野沢さん（故人）と私でした。今となっては遠い昔のことです。
　この様に本当に最初にペンシルロケットの図面を書き、製作を大倉製作所に依頼し、そして燃焼実験も担当した杉浦君ならびに私はロケットから長く離れていましたので、関係ない人間がペンシルロケットを最初に企画したという話が世間の一部に流されている事を知り驚きました。真実を確実に記録する事が必要と思い2007年8月24日．杉浦君と連絡を取り、当時の記憶の確かな部分のみを記しました。

糸川先生の五つの時代
　１９９９年２月２１日、糸川英夫先生はこの世を去られました．「糸川英夫」と聞けば人々は“ペンシルロケット”、“逆転の発想”のベストセラー、バレエ、ヴァイオリン、チェロの音楽会などを連想するでしょう。次々と創造的な事に挑戦された先生には、はっきりと分けられる５つの時代があります。新しい時代では、先生自身仰せられているように前の時代の方々とは殆ど交流をしていません。戦後の最初の糸川研究室時代から、最後まで先生の後に付いて来たのは、周りを見渡すと、どうやら私、金澤一人だけになってしまい寂しい限りです。その先生のご活動を五つの時代に分けて皆様にお伝えしたいと思います。 

Ⅰ.1912～1953

　東京の西麻布にてご誕生。戦前は中島飛行機で隼戦闘機の設計者として才能を発揮。次いで東京大学助教授に就任。同時に東大航空研究所に兼務され音響利用ミサイルの研究を開始されました。
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戦後は音響振動に関する研究で博士論文「音響インピーダンスの研究について」を発表。私が糸川研究室の一員となっての最初の作業が、その理論の裏付けの理論計算でした。3ｹ月間手回しのタイガー計算機で行列式の解を算出しました。その次がヴァイオリンの研究。ついで、脳波計、心電計、地震計、ペン書き装置、人工肺など主として医療機器の研究開発と製作販売。正に大学発ベンチャーのはしり。この頃の糸川先生を語る生存者は今や僅かとなってしまいました。

Ⅱ.１９５３年～１９６７年
　ペンシルロケットに始まる開発の指導者としてわが国のロケット産業の推進に貢献。新聞の記事も連日“ロケットの糸川“　が報道されることになりました。しかし、先生にお供してロケット関係の会議に出席し、会議が終わると、会議場に残った偉い先生方から「こんな小さいロケットの実験をして何になる、糸川君にそう言って置け！」と露骨に言われたことが何回もあります。今になってペンシル、ペンシルと騒ぐ世間に、糸川先生は天国で苦笑しておられるでしょう。
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Ⅲ.１９６７～１９７４年

　突然東大教授を辞任されてからの数年間は苦難の道を歩まれました。ランドシステム、ランドエンジニアリングという会社から始まりました。私は先生が東大ご在任中からの“お約束”に従って株主になりました。このころの先生のご活動には涙が出ます。

　自動車シミュレーター始め各種のテーマの受託研究などなど、ミニ企業を含めて多分野の経営のコンサルタントからスタート、私も先生のカバン持ちでいくつかの会社を訪問しました。この時代の先生の助手となった若者の２，３人は今も元気で“糸川流”独自の活動をしています。

Ⅳ.１９７５年～１９９３年 
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　“逆転の発想“が爆発的ベストセラーとなりました。この著書のちょっと前にランドシステム社自費出版の「未踏環境へのガイド」があります。苦難の準備期間が実ったのでした。そして、非常に幅広い活動の時期がはじまります。日本シンクタンク協議会の主役、幅広い分野の委託研究の実施、バレエにも出演、国際会議その他数え切れないほどの講演活動、私も何度か先生の講演を、時には“そーっ”と聴きました。先生に見つかると、必ず、私の話を面白く織り込ませて話をされました。ユニークな８０冊以上の著書がこの時代に生まれました。今日でも色々な人たちがこの言葉を真似して使っています。

Ⅴ.１９９４年～２００２年
　普通の人で言えば晩年。この時期に、先生は新しい一つの時代を作っておられます。1993年の組織工学年次大会が東京の明治記念館で行われ、何百人もの聴衆が集まりました。この時には久振りで昭和20年代の糸川研究室の２，３人も参加しました。

　ここで、先生は講演の最後に人類全体の事を考える組織を創る計画を発表された。そして、翌年、長年の根拠地、六本木の事務所を長野県音楽村に移されました。事務所でじっと２時間あまり考え込んでおられたお姿を、当時の秘書から伺いました。最後まで創造の気持ちを失わず新しい仕事を東京から離れて行おうと決心されたのだと推察します。

　ここで 『アース・クラブ』 という名称で遠地から先生の“ファン”が集まって熱心な勉強会が催されました。ここでのご活動は、その前の関係者とは殆ど交流がなく、全く新しいグループといっていいでしょう。アース・クラブとしてのご活動は、この時期の関係者と共同で別の機会に詳しく発表したいと思います。　
講師略歴

金澤 磐夫（かなざわ いわお）、工学博士、技術士（機械部門）
大正１４年１２月１６日生、住所：東京都杉並区

（学歴・職歴）

1949年東北大学理学部物理学科卒業、1951年東京大学第二工学部応用物理学科大学院
日産自動車㈱技術課長、上智大学理工学部教授、富山国際大学情報科学科教授、並びに電気通信大学、日本大学、東京農工大学、中央大学などの兼任講師を勤める。

産業界では㈱サム電子機械社長を経て、現在㈱ダイナミック・アート研究所社長、並びに(財)ベンチャーエンタープライズセンター理事。
（その他）　1957年より、国際ロケットシンポジウム企画委員、(財)ベンチャーエンタープライズセンター審査委員、国立試験研究機関委員、多摩企業育成フォーラムアドバイザリー委員　等多数
著書：「自動制御」，「計器サーボ系の設計法」、連載：「イタズラと独創」誌，「経済と技術」誌　等

手前が実機、奥は50周年記念の復製品





ペンシルロケットを手にする糸川先生





糸川博士の講演会入場券





発射準備中の糸川先生





ベビーロケットと糸川先生
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